
今回の日合商解説（vol.79）では、国土交通省の概算要求から不動産・建設経済局に
おける重点施策について解説を行います。不動産は市場整備の為の動きが強く、いか
にして不動産流通市場を活性化させるか？に、重きが置かれています。例年、注視さ
れてきた所有者不明土地や空き家・空き地バンクも動き出し、いよいよストック市場
の活発化が進んでいきます。
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所有者不明土地や空き地の利用の円滑化①

所有者不明土地や空き地の利用の円滑化、管理の適正化等を図るため、市町村や民間
事業者等が実施する所有者不明土地対策や、推進法人の指定の円滑化等に資する先導
的取組に対する補助等に要する経費を要求しました。
所有者不明の土地が解消されると、土地に正式な所有権が確立されます。こうして土
地は市場で取引可能となり、新たな所有者や投資家が土地の潜在的な価値を活用でき
るようになります。不動産の流通形態が動き出せば、土地の価値が向上し、地域経済
に寄与する機会が増えていきます。所有者不明の土地の解消は地域の発展に寄与し、
資産の効果的な利用を可能にします。

https://au-shimizu.co.jp/


全国版空き家バンク・空き地バンク②

全国版空き家・空き地バンクを活用した空き家等流通の促進を図るため、「管理・流
通・利活用の一体的なビジネスモデル構築に向けた整理・検討」や、「空き家等不動
産ストックの流通に資する自治体と宅建業者等との連携体制構築支援」に係る経費を
要求しています。

空き家バンクや空き地バンクについても、未利用の土地や建物の管理と再活用に役立
つ仕組みです。未利用の土地や建物を特定し、その有効活用方法を見つけます。都市
や地方地域で土地資源を最大限に活用し、新たな開発プロジェクトに利用できるよう
になります。

空き家バンクは未使用の住宅を再貸または再販売され、住宅需要を満たす手助けにな
ります。特に都市部での住宅不足の問題に対処するために効果的です。新しい住宅、
商業施設、公共施設などが建設され、地域の発展が促進されます。
防犯についても有用な手立てとなります。所有者の不明な建物や空き地が放置されな
いようにし、地域の美観を損なうことなく、犯罪の発生を減少させます。
また、環境保護の観点からも重要です。緑地や公共のオープンスペースを保護し、都
市の緑化を促進します。同時に、空き地を再整備することで、土地利用の持続可能性
を向上させるのに役立ちます。

https://au-shimizu.co.jp/


建設企業等のための海外ビジネス環境整備・機会創出③

日本の建設・不動産企業の海外展開を促進するため、二国間会議の開催や制度整備等
のビジネス環境整備を推進するとともに、海外展開に関する実務セミナーの開催や海
外訪問団の派遣等のビジネス機会創出を推進するための経費を要求しています。

建設企業や他の企業にとって、海外ビジネス環境整備と機会創出が促進されると、さ
まざまなポジティブな影響が期待できます。国際市場への展開により、日本企業は新
たな成長の機会を開拓できます。これは、縮小傾向にある国内市場に頼らず、世界で
の需要に対応するためのチャンスを得られます。

海外でのプロジェクトや契約の獲得により、企業は市場での競争力を高める機会を得
ます。これは、技術やサービスの向上につながり、新たな技術革新の推進に寄与しま
す。異なる地域や文化さらに異国の人材とプロジェクトに取り組むことで、企業は新
しいアイデアを発展させ、競合他社から差別化を図れる可能性があります。

企業の国際的なネットワークが拡大し、異なる地域でのパートナーシップと連携が強
化されます。企業は市場情報へのアクセスを向上させ、戦略的な提携を結び、新たな
ビジネス機会を特定できます。国際的なネットワークを構築することで、リスク管理
と新規市場への進出が容易になり、長期的な成功につながります。
最後に、企業の海外ビジネス活動は、地域経済への貢献にもつながります。プロジェ
クトの実行や運営において、地元の関連企業や協力企業との協力が地域社会に利益を
もたらす可能性があります。

https://au-shimizu.co.jp/

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

